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執筆者紹介（掲載順）

【巻頭コラム】

藤井久美子［ふじい・くみこ］

宮崎大学多言語多文化教育研究センター

教授。専門は近現代中国・台湾の言語政

策、観光分野での多言語対応。

【特集】

パトリック・ハインリッヒ 
［Patrick HEINRICH］

ヴェネツィア大学アジア北アフリカ研究

学科教授。専門は、言語危機、大都市の

社会言語学。

山下仁［やました・ひとし］

大阪大学大学院言語文化研究科教授。専

門は社会言語学、多言語社会研究。

フロリアン・クルマス 
［Florian COULMAS］

デュースブルク・エッセン大学東アジア

研究所教授。専門は日本学、社会言語学。

柳田亮吾［やなぎだ・りょうご］

実践女子大学文学部専任講師。専門は社

会言語学、批判的談話研究。

沓掛沙弥香［くつかけ・さやか］

東京外国語大学、日本学術振興会特別

研究員PD。専門はアフリカ社会言語学、

多言語社会研究。

石原凌河［いしはら・りょうが］

龍谷大学政策学部准教授。専門は地域防

災、とくに災害の記憶継承や防災教育に

ついて研究している。

村田和代［むらた・かずよ］

龍谷大学政策学部教授。専門は社会言語

学、社会貢献につながる言語・コミュニ

ケーション研究をめざしている。

小田格［おだ・いたる］

中央大学法学部助教。専門は中国語圏の

言語政策、言語法。

杉浦黎［すぎうら・れい］

東京大学大学院総合文化研究科言語情報

科学専攻博士前期課程。専門は社会言語

学、とくにフランス・アルザス地域周辺

の言語研究。

村田晶子［むらた・あきこ］

法政大学グローバル教育センター教授、

専門は教育人類学、多文化教育、留学生

教育。

成田あゆみ［なりた・あゆみ］

ディスレクシア英語塾「もじこ塾」代表。

英語翻訳者、英語講師。一橋大学大学院

社会学研究科修士課程修了。

佐野直子［さの・なおこ］

愛知県立大学外国語学部教授。専門は社

会言語学、多言語社会研究。

【小特集】
01　佐藤慎司［さとう・しんじ］

アメリカ、プリンストン大学日本語プロ

グラムディレクター、主任講師。専門は、

教育人類学、日本語教育。

02　西田翔子［にしだ・しょうこ］

イタリア、ヴェネツィア・カフォスカ

リ大学で修士号（外国語教育）取得、

2019年から同大学で日本語教育（ライ

ティング、ビジネス日本語など）に従事。

03　アルン・シャム［Arun SHYAM］

インド、英語外国語大学助教授。専門は

日本語教育、翻訳学。

04　フィリア［Filia］
インドネシア大学人文学部。専門は言語

学。

05　ハナーン・ラフィーク・モハマッド 
［Hanan Rafik Mohamed］
エジプト、カイロ大学文学部日本語日本

文学科教授。専門は応用言語学、音声学。

06　尾辻恵美［おつじ・えみ］

オーストラリア、シドニー工科大学人文

社会学部准教授。専門は社会言語学・多

言語主義・批判的応用言語学。

06　福井なぎさ［ふくい・なぎさ］

オーストラリア、ニューサウスウェール

ズ大学人文言語学科准教授。専門は社会

言語学・実践共同体・越境的学習。

06　中根育子［なかね・いくこ］

オーストラリア、メルボルン大学アジ

ア・インスティチュート教授。専門は社

会言語学・法言語学・応用言語学・異文

化コミュニケーション。

06　キャロル・ヘイズ［Carol Hayes］
オーストラリア国立大学アジア太平洋学

部日本研究・日本語学科教授。研究テー

マは、日本の創作活動における社会的・

文化的問題の描写と日本語教育の方法論

と実践。

07　井口祐子［いぐち・ゆうこ］

韓国、ハンシン大学グローバル協力学部

日本学科外国人招聘講義教員。専門は日

本語教育。

08　永見昌紀［ながみ・まさのり］

シンガポール国立大学語学教育研究セン

ター上級講師。専門は、日本語教育。

08　ウォーカー泉［ウォーカー・いずみ］

シンガポール国立大学語学教育研究セン

ター准教授。専門は、日本語教育。

09　松永稔也［まつなが・としや］

執筆時は、台湾、東海大學日本語言文化

學系助理教授。2021年9月より宮崎大

学多言語多文化教育研究センター准教授。

専門は言語文化学、社会言語学、移民研

究。

10　沓掛沙弥香［くつかけ・さやか］

→特集欄参照。

10　原口望友紀［はらぐち・みゆき］

元JICA海外協力隊・日本語教育。2017
年10月～2019年10月までタンザニア

のドドマ大学で日本語教育に従事。

10　松山里美［まつやま・さとみ］

元JICA海外協力隊・日本語教育。2019
年8月～2020年3月までタンザニアのド

ドマ大学で日本語教育に従事。

11　ハリナ・ザヴィショヴァー 
［Halina ZAWISZOVÁ］

チェコ、オロモウツのパラツキー大学ア

ジア研究学科教員。専門は、対話言語学、

会話分析、日本語教育。

12　毋育新［ぶ・いくしん］

中国、西安外国語大学日本文化経済学院

教授。専門は、日本語教育、日本語学。

特に敬語・待遇表現・ポライトネスに関

する研究。

13　杉田優子［すぎた・ゆうこ］

ドイツ、デュースブルク・エッセン大学

講師。専門は日本語教育、相互行為言語

学。

14　布尾勝一郎［ぬのお・かついちろう］

立命館アジア太平洋大学教員。専門は日

本語教育、日本語教育政策。介護の日本

語の教材作成にも従事している。

15　荻野雅由［おぎの・まさよし］

ニュージーランド、カンタベリー大学人

文学部レクチャラー。専門は日本語教育

学、応用言語学。

16　大原由美子［おおはら・ゆみこ］

ハワイ大学ヒロ校ハワイ語学部准教授。

専門は社会言語学、消滅危機言語、言語

復興。
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17　リーッカ・ランシサルミ 
［Riikka LÄNSISALMI］

フィンランド、ヘルシンキ大学人文学部

言語学科准教授。専門は日本語学、日本

語教育、社会言語学。

18　藤原団［ふじわら・だん］

フランス、トゥールーズ＝ジャン・ジョ

レス大学外国語・外国文学・外国文明学

部准教授。専門は現代日本文学、越境文

学、震災後文学、物語論。

19　ウー　ワイ　シェン 
［WOO Wai Sheng］
マレーシア、マラヤ大学（Universiti 
Malaya）言語学部教員。専門は社会言

語学。

20　トゥ トゥ ヌェ エー 
［Thu Thu Nwe Aye］
Okayama University Japan Educational 
Information Center, Myanmarアソシエ

イトコーディネーター。専門は日本語と

ミャンマー語の対照言語学。

21　ヴォロビョヴァ・ラリーサ 
［Лариса Воробьёва / Larisa VOROBEVA］

ロシア、イルクーツク国立大学言語文

化・外国語・メディアコミュニケーショ

ン学院外国語学科東洋学およびアジア・

太平洋地域研究講座教師。専門は社会言

語学、言語の教授法、日本語学。

【書評】

平野恵実［ひらの・めぐみ］

上智大学アメリカ・カナダ研究所研究補

助員。専門は社会言語学、とくにアフリ

カ（ルワンダ）の言語政策研究。

椎名渉子［しいな・しょうこ］

名古屋市立大学大学院人間文化研究科准

教授。専門は、日本語学、日本語方言学。

とくに方言の語用論的研究。

岩﨑典子［いわさき・のりこ］

南山大学人文学部日本文化学科教授、大

学院人間文化研究科言語科学専攻主任。

専門は、応用言語学（第二言語習得研究、

日本語教育）。

【連載報告　多言語社会ニッポン】

深澤美香［ふかざわ・みか］

国立アイヌ民族博物館研究員。専門は、

言語学。とくにアイヌ語の方言や歴史。

naakay（中井貴規）
［なあかい（なかい・たかのり）］

国立アイヌ民族博物館研究主査。専門は

アイヌ語とアイヌ文化、とくに生まれ故

郷の旭川地方について。

ジュリア・ヴァルセッキ 
［Giulia VALSECCHI］

ヴェネツィア・カ・フォスカリ大学アジ

ア北アフリカ研究学科言語文化研究日本

語学専攻修士課程。研究分野は琉球学、

特に与那国民謡の記録保存と翻訳。

原めぐみ［はら・めぐみ］

和歌山工業高等専門学校総合教育科准教

授。専門は国際社会学、多文化共生社会

論。Minamiこども教室実行委員を兼任。

巣内尚子［すない・なおこ］

東京学芸大学特任講師、ラバル大学大学

院博士課程。専門は国際社会学、国際移

動のジェンダー分析。

金澤貴之［かなざわ・たかゆき］

群馬大学共同教育学部教授。専門は特別

支援教育。

ましこ・ひでのり君の突然の訃報に接して

 林　正寛

2021年 9月11日、ましこ君が逝ってしまった。突然の知らせに、

ただただ驚いた。

彼も私も一橋大学の田中克彦ゼミの出身である。私が初めて彼に

会ったのは、伊豆での学部と大学院の合同ゼミ合宿に、新宿からロマ

ンスカーで行くことになり、車内で彼と相席になったときだった。当

時2年生だった彼は私より10歳ほど年少であり、何を話したものか、

初めはお互い手探りだったはず。しかし気がつくと話すのはもっぱら

彼のほうであり、私は聞き役に回っていた。終始、彼の物言いは率直

にして実直だったが、折々に細やかな気配りをみせる心根の優しい人

であった。とにかく彼は初々しく、一途だった。

ましこ君がその後、研究者としても教師としても、深みと厚みを増

していったのは周知の通り。一方、彼に対する私の印象、初々しく一

途な人という印象は、その後も変わることはなかった。老成とか老獪

とかと常に無縁の人だったからだろう。

3年前、本誌にゆかりのある方々が集まって、発刊20周年の「成人 
式」を催した。居残った面々で集合写真に納まったが、たまたま彼は

私の斜め後ろで、周囲を気遣い、身をすくめるようにして写っている。

皆と同様、確かに彼も年輪を重ねてきているのが見て取れるが、し

かし、笑みを湛えたその柔和な表情は、初めて会ったころと変わらず、

私の心を和ませてくれる。

40年にわたるましこ・ひでのり君との思い出をすべて書き出すこ

とは到底できない。ありがとう、ましこ君。君の頑張りに陰ながら励

まされていました。

 2021年9月21日　雲間に見え隠れする仲秋の満月の下で


